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(57)【要約】
【課題】排紙整合部材６４と排紙トレイ６３との衝突音
を回避することができる用紙積載装置、画像形成装置、
及び用紙積載装置の制御方法を提供する。
【解決手段】用紙積載装置は、複数の用紙を積載し、積
載方向に移動可能な排紙トレイ６３と、排紙トレイ６３
を積載方向に駆動するトレイ駆動部と、排紙トレイ６３
の位置を検出する位置検出部７１～７４と、排紙トレイ
６３上に積載された複数の用紙Ｓを整合する排紙整合部
材６４と、排紙整合部材６４を、用紙Ｓの整合が可能な
第１の位置と第１の位置よりも上方の用紙Ｓの整合が不
可能な第２の位置との間で駆動する整合部材駆動部と、
トレイ駆動部及び整合部材駆動部を制御する制御部とを
備える。制御部は、位置検出部７１～７４が検出した排
紙トレイ６３の位置が上限位置と１／４位置との間にあ
る場合、排紙トレイ６３を下方に移動させた後に排紙整
合部材６４を第２の位置から第１の位置へ移動させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の用紙を積載し、積載方向に移動可能な排紙トレイと、
　前記排紙トレイを前記積載方向に駆動するトレイ駆動部と、
　前記排紙トレイの位置を検出する位置検出部と、
　前記排紙トレイ上に積載された複数の用紙を整合する排紙整合部材と、
　前記排紙整合部材を、前記用紙の整合が可能な第１の位置と前記第１の位置よりも上方
の前記用紙の整合が不可能な第２の位置との間で駆動する整合部材駆動部と、
　前記トレイ駆動部及び前記整合部材駆動部を制御する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記位置検出部が検出した排紙トレイの位置が上限位置と所定のしきい
位置との間にある場合、前記排紙トレイを下方に移動させた後に前記排紙整合部材を前記
第２の位置から前記第１の位置へ移動させる
　ことを特徴とする用紙積載装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記位置検出部が検出した排紙トレイの位置が上限位置と所定のしきい
位置との間にある場合、前記所定のしきい位置よりも低い位置まで前記排紙トレイを移動
させた後に前記排紙整合部材を前記第２の位置から前記第１の位置へ移動させることを特
徴とする請求項１に記載の用紙積載装置。
【請求項３】
　前記排紙トレイ上において最も上に積載された用紙の上面に対して圧力を加える用紙押
さえ部材と、
　前記用紙押さえ部材を前記用紙の上面に対して圧力を加える第３の位置と前記用紙の上
面に対して圧力を加えない第４の位置との間で駆動する押さえ部材駆動部とを更に備え、
　前記制御部は、前記排紙整合部材を前記第２の位置から前記第１の位置へ移動させた後
、前記用紙押さえ部材を第３の位置に移動させた状態のまま前記排紙トレイを上方へ移動
させる
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の用紙積載装置。
【請求項４】
　用紙に画像を形成する画像形成部と、
　画像が形成された前記用紙に対して後処理を施す後処理部とを備える画像形成装置にお
いて、
　前記後処理部は、
　複数の用紙を積載し、積載方向に移動可能な排紙トレイと、
　前記排紙トレイを前記積載方向に駆動するトレイ駆動部と、
　前記排紙トレイの位置を検出する位置検出部と、
　前記排紙トレイ上に積載された複数の用紙を整合する排紙整合部材と、
　前記排紙整合部材を、前記用紙の整合が可能な第１の位置と前記第１の位置よりも上方
の前記用紙の整合が不可能な第２の位置との間で駆動する整合部材駆動部と、
　前記トレイ駆動部及び前記整合部材駆動部を制御する制御部とを備え、
　前記制御部は、前記位置検出部が検出した排紙トレイの位置が上限位置と所定のしきい
位置との間にある場合、前記排紙トレイを下方に移動させた後に前記排紙整合部材を前記
第２の位置から前記第１の位置へ移動させる
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項５】
　複数の用紙を積載し、積載方向に移動可能な排紙トレイと、前記排紙トレイ上に積載さ
れた複数の用紙を整合し、前記用紙の整合が可能な第１の位置と前記第１の位置よりも上
方の前記用紙の整合が不可能な第２の位置との間で移動可能な排紙整合部材とを備える用
紙積載装置の制御方法であって、
　前記排紙トレイの積載方向の位置を検出し、
　検出した前記位置が前記排紙トレイの上限位置と所定のしきい位置との間にあるか否か
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を判断し、
　検出した前記位置が前記排紙トレイの上限位置と所定のしきい位置との間にある場合、
前記排紙トレイを下方に移動させ、
　前記排紙トレイを下方に移動させた後に前記排紙整合部材を前記第２の位置から前記第
１の位置へ移動させる
　ことを特徴とする用紙積載装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、積載された用紙を整合する機能を備える用紙積載装置及び画像形成装置、及
び用紙積載装置の制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　画像形成装置は、画像形成部において用紙上に画像を形成した後に、当該用紙を画像形
成部から後処理部へ転送する。後処理部は、仕分けや綴じ処理等の後処理を用紙に対して
施し、排紙トレイ上へ用紙を積載する。排紙トレイは、大量排紙を可能とすべく、昇降可
能に設けられている。
【０００３】
　従来から、用紙を挟み持った状態の排紙ローラ対を用紙搬送方向と直交する方向にシフ
ト移動させることにより排紙トレイ上に積載された用紙の仕分けを行う用紙積載装置が知
られている（例えば、特許文献１参照）。特許文献１では、シフト移動を行う場合、排紙
トレイを一旦下降させてから次用紙をシフト移動させる。これにより、用紙をシフト移動
している最中に、当該用紙の先端が排紙トレイ上で垂れ下がって既に用紙トレイ上に積載
されている用紙に接触することが回避されるので、トレイ上の積載状態を乱したり、仕分
け中の用紙が接触抵抗によってずれてしまうことがなくなる。
【特許文献１】特開２００２－１５４７３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、排紙トレイ上に積載された複数枚の用紙をその排出方向に直交する両方向か
ら２枚の排紙整合板で挟むことで用紙を整合する排紙整合部材が従来から知られている。
この排紙整合部材は、整合を行わない時は排紙トレイよりも上方に退避しており、整合を
行う時に排紙トレイ上に下降させて整合動作を行う。排紙トレイに用紙が無い状態或いは
用紙の枚数が少ない状態のまま排紙整合部材を下降させると、排紙整合部材と排紙トレイ
との衝突音が発生してしまう。
【０００５】
　本発明は、上記問題点に鑑みて成されたものであり、その目的は、排紙整合部材と排紙
トレイとの衝突音の発生を抑制することができる用紙積載装置、画像形成装置、及び用紙
積載装置の制御方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第１の特徴は、複数の用紙を積載し、積載方向に移動可能な排紙トレイと、排
紙トレイを積載方向に駆動するトレイ駆動部と、排紙トレイの位置を検出する位置検出部
と、排紙トレイ上に積載された複数の用紙を整合する排紙整合部材と、排紙整合部材を、
用紙の整合が可能な第１の位置と第１の位置よりも上方の用紙の整合が不可能な第２の位
置との間で駆動する整合部材駆動部と、トレイ駆動部及び整合部材駆動部を制御する制御
部とを備える用紙積載装置であって、制御部が、位置検出部が検出した排紙トレイの位置
が上限位置と所定のしきい位置との間にある場合、排紙トレイを下方に移動させた後に排
紙整合部材を第２の位置から第１の位置へ移動させることである。
【０００７】
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　排紙トレイが上限位置と所定のしきい位置との間にある場合、排紙トレイの位置をその
ままにして排紙整合部材を第２の位置から第１の位置へ下方移動させてしまうと、排紙整
合部材と排紙トレイとの衝突音が発生してしまう。そこで、この場合、排紙整合部材を第
２の位置から第１の位置へ下方移動させる前に、衝突を回避可能な位置まで排紙トレイを
下方に移動させ、その後に、排紙整合部材を第２の位置から第１の位置へ移動させる。こ
れにより、排紙整合部材と排紙トレイとの衝突が回避されるので、排紙整合部材とトレイ
との衝突音が無くなる。
【０００８】
　本発明の第２の特徴は、用紙に画像を形成する画像形成部と、画像が形成された用紙に
対して後処理を施す後処理部とを備える画像形成装置であって、後処理部が、複数の用紙
を積載し、積載方向に移動可能な排紙トレイと、排紙トレイを積載方向に駆動するトレイ
駆動部と、排紙トレイの位置を検出する位置検出部と、排紙トレイ上に積載された複数の
用紙を整合する排紙整合部材と、排紙整合部材を、用紙の整合が可能な第１の位置と第１
の位置よりも上方の用紙の整合が不可能な第２の位置との間で駆動する整合部材駆動部と
、トレイ駆動部及び整合部材駆動部を制御する制御部とを備え、制御部が、位置検出部が
検出した排紙トレイの位置が上限位置と所定のしきい位置との間にある場合、排紙トレイ
を下方に移動させた後に排紙整合部材を第２の位置から第１の位置へ移動させることであ
る。
【０００９】
　本発明の第３の特徴は、複数の用紙を積載し、積載方向に移動可能な排紙トレイと、排
紙トレイ上に積載された複数の用紙を整合し、用紙の整合が可能な第１の位置と第１の位
置よりも上方の用紙の整合が不可能な第２の位置との間で移動可能な排紙整合部材とを備
える用紙積載装置の制御方法であって、排紙トレイの積載方向の位置を検出し、検出した
位置が排紙トレイの上限位置と所定のしきい位置との間にあるか否かを判断し、検出した
位置が排紙トレイの上限位置と所定のしきい位置との間にある場合、排紙トレイを下方に
移動させ、排紙トレイを下方に移動させた後に排紙整合部材を第２の位置から第１の位置
へ移動させることである。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明に関わる用紙積載装置、画像形成装置、及び用紙積載装置の制御方法によれば、
排紙整合部材と排紙トレイとの衝突音の発生を抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。図面の記載において同一部分には
同一符号を付して説明を省略する。
【００１２】
　図１を参照して、本発明の実施の形態に関わる画像形成装置の内部構成を説明する。本
発明の実施の形態に関わる画像形成装置は、原稿に形成された画像を読み取って画像情報
を取得する画像読み取り部２００と、この画像情報に基づいて感光ドラム１上に画像を形
成した後、用紙Ｓ上に画像を形成する画像形成部１００と、画像形成された用紙Ｓの整合
や綴じ処理などの後処理を行う後処理部３００とからなる複写機である。
【００１３】
　画像形成部１００は、回転する感光ドラム１と、感光ドラム１の表面を一様に帯電させ
る帯電部２と、一様に帯電した感光ドラム１の表面に潜像を形成する像露光部３と、潜像
が形成された感光ドラム１の表面にトナー像を形成する現像部４と、トナー像を用紙Ｓ上
へ転写する転写部５Ａと、トナー像が形成された用紙Ｓを感光ドラム１から分離する分離
部５Ｂと、用紙Ｓに対して加熱定着処理を施す定着部８と、感光ドラム１の表面に残留し
ている現像剤を除去するクリーニング部６とを有する。
【００１４】
　像露光部３は、レーザビームを感光ドラム１の表面に照射して原稿から読み取られた画
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像データに基づく露光走査を行う。これにより、感光ドラム１の表面には潜像が形成され
る。現像部４は、この潜像を反転現像する。これにより、感光ドラム１の表面にトナー像
が形成される。
【００１５】
　一方、用紙収納部７Ａに収納された用紙Ｓを転写部５Ａへ給紙する。転写部５Ａは、感
光ドラム１の表面上のトナー像を用紙Ｓ上へ転写する。その後に、分離部５Ｂは用紙Ｓを
感光ドラム１から分離し、中間搬送部７Ｂは、分離された用紙Ｓを定着部８へ搬送する。
定着装置８は、用紙Ｓに対して加熱定着処理を施す。その後、排紙部７Ｃは用紙Ｓを後処
理部３００へ排出する。クリーニング装置６は、転写部５Ａによりトナー像が用紙Ｓ上へ
転写された後の感光ドラム１の表面に残留している現像剤を除去する。
【００１６】
　用紙Ｓの両面に画像形成を行う場合、搬送路切り換え板７は、定着装置８により加熱定
着処理された用紙Ｓの搬送方向を排紙部７Ｃ側とは異なる反転搬送部７Ｅ側へ切替える。
反転搬送部７Ｅは、用紙Ｓをスイッチバックすることにより表裏反転させ、再び、転写部
５Ａへ搬送する。転写部５Ａは、用紙Ｓの裏面に画像を形成し、定着部８を経て、排紙部
７Ｃから後処理部３００へ排出される。
【００１７】
　画像読み取り部２００は、画像形成部１００の上部に配置され、原稿に形成された画像
を読み取って画像情報を取得する。なお、画像読み取り部２００は、原稿を移動させなが
ら画像を読み取る自動原稿送り部を備えている。
【００１８】
　図２を参照して、図１の後処理部３００の詳細な内部構成を説明する。後処理部３００
は、画像形成された用紙Ｓが導入される導入部１０と、用紙Ｓを搬送する搬送路２０及び
搬送路３０と、搬送路３０を介して搬送された用紙Ｓを集積する中間スタッカ４０と、中
間スタッカ４０に集積された複数の用紙Ｓに綴じ処理を施すステイプラ５０と、中間スタ
ッカ４０に集積された用紙Ｓを後処理部３００の外へ排出する排紙部６０とを備える。
【００１９】
　画像形成部１００から排出された用紙Ｓは、導入部１０へ導入される。切換ゲート１１
は、導入された用紙Ｓの搬送先を搬送路２０及び搬送路３０間で切換える。搬送路２０及
び搬送路３０は、それぞれ多数の搬送ローラとガイド部材により構成されている。
【００２０】
　搬送路２０の排紙部に排紙ローラ２１が配置されている。排紙ローラ２１は、搬送路２
０を搬送された用紙Ｓを固定排紙トレイ２２上へ排出する。搬送路３０の排紙部に排紙ロ
ーラ３１が配置されている。排紙ローラ３１は、搬送路２０を搬送された用紙Ｓを中間ス
タッカ４０上へ排出する。中間スタッカ４０は、排出手段としてのスタッカ排出ローラ４
１と、用紙支持台４２と、ストッパ４６と、スタッカ整合部材４７とを有する。
【００２１】
　用紙支持台４２上に複数枚の用紙Ｓを集積することができる。スタッカ整合部材４７は
例えばブラシローラからなり、回転することにより用紙Ｓの下端をストッパ４６に押し当
てて複数枚の用紙Ｓを整合する。中間スタッカ４０の右下部にステイプラ５０が設けられ
ている。ステイプラ５０は、用紙支持台４２上に集積された複数枚の用紙Ｓに対して綴じ
処理を施す。また、中間スタッカ４０の左上部に排紙部６０が設けられている。スタッカ
排出ローラ４１は、用紙支持台４２上に集積された複数枚の用紙Ｓを排紙部６０へ排出す
る。
【００２２】
　排紙部６０は、用紙Ｓを後処理部３００の外へ排出する排紙ローラ６１と、排出された
用紙Ｓを積載する排紙トレイ６３と、排紙トレイ６３上に積載された複数の用紙Ｓを整合
する排紙整合部材６４と、排紙トレイ６３の積載方向の位置を検出する位置検出部７１～
７４とを有する。なお、図２には示さないが、排紙部６０は、更に、排紙トレイ６３上に
おいて最も上に積載された用紙Ｓの上面に対して圧力を加える用紙押さえ部材を備える。
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【００２３】
　排紙トレイ６３は、大量排紙を可能にするために積載方向に移動することができる。排
紙トレイ６３は、図２の実線で示す上限位置から図２の点線で示す下限位置までの範囲で
平行移動することができる。位置検出部７１～７４は、上限位置に排紙トレイ６３が在る
ことを検出する上限センサ７１と、上限位置から１／４位置までの間に排紙トレイ６３が
在ることを検出する１／４センサ７２と、上限位置から１／２位置までの間に排紙トレイ
６３が在ることを検出する１／２センサ７３と、下限位置に排紙トレイ６３が在ることを
検出する下限センサ７４とを備える。これらのセンサからの出力信号を総合的に判断する
ことにより、排紙トレイ６３の積載方向の位置を求めることができる。例えば、上限セン
サ７１が排紙トレイ６３を検出していないが、１／４センサ７２が排紙トレイ６３を検出
している場合、上限位置から１／４位置までの間に排紙トレイ６３があると判断すること
ができる。
【００２４】
　上限センサ７１は、積載されている用紙Ｓを含めた排紙トレイ６３の位置を検出する。
具体的に述べると、複数枚の用紙Ｓが排紙トレイ６３上に積載されている場合、上限セン
サ７１は、排紙トレイ６３上において最も上に積載された用紙Ｓの位置を検出する。本発
明の実施の形態において、排紙トレイ６３の位置は、排紙トレイ６３上において最も上に
積載された用紙Ｓの位置が排出ローラ６１に対して一定になるように制御される。よって
、排紙トレイ６３の位置は、積載されている用紙Ｓの枚数に応じて変化することになる。
この制御は、上限センサ７１からの出力信号に基づいて実施される。
【００２５】
　用紙押さえ部材は、排紙トレイ６３上において最も上に積載された用紙Ｓの上面に対し
て圧力を加えることにより、排紙トレイ６３上に積載された用紙Ｓの浮き上がりを無くし
て、積載されている用紙Ｓの枚数に応じて排紙トレイを正しい位置まで上昇させることが
できる。
【００２６】
　これに対して、１／４センサ７２、１／２センサ７３、下限センサ７４は、それぞれ、
排紙トレイ６３自身の有無を検出する。
【００２７】
　排紙整合部材６４は、排紙トレイ６３上に積載されている用紙Ｓを整合することができ
る第１の位置と、第１の位置よりも上方の用紙Ｓの整合が不可能な第２の位置との間で移
動する。ここで、第１の位置は図２の実線で示し、第２の位置は図２の点線で示している
。排紙整合部材６４は、第１の位置と第２の位置の間で約９０度の範囲で回転移動するこ
とができる。
【００２８】
　図３は、図２の排紙トレイ６３及び第１の位置にある排紙整合部材６４を後処理部３０
０の筐体の一側面Ｆ１に平行な面で切断したときの断面図である。排紙整合部材６４は、
排紙トレイ６３上に排出された用紙Ｓをその排出方向に直交する両方向から挟むことによ
り用紙Ｓを整合する２枚の排紙整合板６５ａ、６５ｂを備える。図３の実線は排紙整合板
６５ａ、６５ｂの整合待機位置を示し、図３の点線は排紙整合板６５ａ、６５ｂのストレ
ート整合位置を示す。
【００２９】
　図５（ａ）～図５（ｃ）は、図２の排紙整合板６５ａ、６５ｂを、排紙トレイ６３の一
側面Ｆ２に垂直な方向から見たときの平面図である。用紙の中心線Ｃｅ及び排紙整合板６
５ａ、６５ｂは用紙Ｓの排出方向に平行である。図５（ａ）及び図５（ｂ）は整合待機位
置にある排紙整合板６５ａ、６５ｂを示し、図５（ｃ）はストレート整合位置にある排紙
整合板６５ａ、６５ｂを示す。整合待機位置において、排紙整合板６５ａ、６５ｂと用紙
Ｓとの間に隙間が形成される。ストレート整合位置において、排紙整合板６５ａ、６５ｂ
の幅は用紙Ｓの幅とほぼ一致して両者の間に隙間は形成されない。用紙Ｓが排出される度
に、整合待機位置とストレート整合位置の間を移動することにより排紙整合部材６４は用



(7) JP 2010-100394 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

紙Ｓを整合する。なお、図５（ａ）の整合待機位置は、用紙Ｓの長さが２９７ｍｍ以下の
場合を示し、図５（ｂ）の整合待機位置は、用紙Ｓの長さが２９８ｍｍ以上の場合であっ
て、図５（ａ）よりも隙間は広く設定されている。
【００３０】
　図４を参照して、後処理部３００の機能的構成を説明する。後処理部３００は、積載方
向に移動可能な排紙トレイ６３と、排紙トレイ６３を積載方向に駆動するトレイ駆動部８
５と、排紙トレイ６３の位置を検出する位置検出部８６と、排紙トレイ６３上に積載され
た複数の用紙Ｓを整合する排紙整合部材６４と、排紙整合部材６４を用紙Ｓの整合が可能
な第１の位置と第１の位置よりも上方の用紙Ｓの整合が不可能な第２の位置との間で移動
させる整合部材駆動部８３と、排紙整合板６５ａ、６５ｂを用紙Ｓの排出方向に直交する
方向に駆動する整合板駆動部８４と、排紙トレイ６３上において最も上に積載された用紙
Ｓの上面に対して圧力を加える用紙押さえ部材８８と、用紙押さえ部材８８を用紙Ｓの上
面に対して圧力を加える第３の位置と用紙Ｓの上面に対して圧力を加えない第４の位置と
の間で移動させる押さえ部材駆動部８７と、トレイ駆動部８５、整合部材駆動部８３、整
合板駆動部８４、位置検出部８６及び押さえ部材駆動部８７を制御する制御部８１と、画
像形成部１００との間で信号の送受信を行うインターフェース部８２とを備える。
【００３１】
　位置検出部８６には、上限センサ７１、１／４センサ７２、１／２センサ７３、及び下
限センサ７４が含まれる。
【００３２】
　次に、図６～図８を参照して、図１～図５に示した後処理部３００の制御方法の一例を
説明する。具体的には、画像形成部２００が用紙Ｓ上に画像を形成するプリント動作を開
始する際に制御部８１が行う後処理部３００の制御動作を説明する。図８は、画像形成部
２００がプリント動作を開始する際に後処理部３００の制御部８１が行う制御動作の一例
を示すフローチャートである。
【００３３】
　（イ）画像形成部２００からインターフェース部８２を介して画像形成開始の信号を受
信すると、先ず、切換ゲート１１を搬送路３０側へ設定する。スタッカ整合部材４７を用
紙Ｓの幅に応じた待機位置に移動させる。そして、Ｓ０１段階において、排紙整合板６５
ａ、６５ｂを図６に示すホームポジションから整合待機位置へ移動させる。ホームポジシ
ョンは図６の白抜きで表示した外側の位置であり、整合待機位置は図６の斜線で表示した
内側の位置である。整合待機位置は、画像形成部２００から同時に送信される用紙のサイ
ズに応じて変化する。
【００３４】
　（ロ）次に、Ｓ０３段階に進み、排紙トレイ６３の積載方向の位置を検出し、検出した
排紙トレイ６３の位置が上限位置と所定のしきい位置との間にあるか否かを判断する。な
お、「所定のしきい位置」は、排紙整合部材６４を第２の位置から第１の位置へ下方移動
させる時に排紙整合部材６４と排紙トレイ６３との衝突音が発生してしまうか否かの観点
から定めれば良く、ここではその一例として１／４センサ７２が排紙トレイ６３を検出す
る「１／４位置」とする。
【００３５】
　（ハ）検出した位置が排紙トレイ６３の上限位置と１／４位置との間にある場合（Ｓ０
３段階でＮＯ）、このまま排紙整合部材６４を第２の位置から第１の位置へ下方移動させ
てしまうと排紙整合部材６４と排紙トレイ６３との衝突音が発生しまう。そこで、Ｓ０５
段階～Ｓ１３段階の処理を実施する。
【００３６】
　（ニ）先ず、Ｓ０５段階において、図７（ａ）に示すように排紙トレイ６３を所定量だ
け下方に移動させる。ここで「所定量」は、１／４位置よりも低い位置までの排紙トレイ
６３の移動量とする。その後、Ｓ０７段階に進み、図７（ｂ）に示すように排紙整合部材
６４を第２の位置から第１の位置へ移動させる。Ｓ０９段階に進み、用紙押さえ部材８８
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を、第４の位置から第３の位置へ移動させる。これにより、排紙トレイ６３上において最
も上に積載された用紙Ｓの上面に対して圧力が加えられる。
【００３７】
　（ホ）Ｓ１１段階に進み、用紙押さえ部材８８が第３の位置にある状態のまま、図７（
ｂ）に示すように排紙トレイ６３をＳ０３段階で検出した位置まで上方へ移動させる。そ
の後、Ｓ１３段階に進み、用紙押さえ部材８８を、第３の位置から第４の位置へ移動させ
る。これにより、排紙トレイ６３上において最も上に積載された用紙Ｓの上面に対して加
えられていた圧力が解除される。
【００３８】
　（へ）一方、検出した排紙トレイ６３の位置が上限位置と１／４位置との間にない場合
（Ｓ０３段階でＹＥＳ）、排紙トレイ６は１／４位置よりも下方に在るため、排紙トレイ
６３を下方移動させずに排紙整合部材６４を第２の位置から第１の位置へ下方移動させて
も排紙整合部材６４と排紙トレイ６３との衝突音は発生しない。よって、Ｓ１５段階に進
み、排紙トレイ６３の位置をそのままにして排紙整合部材６４を第２の位置から第１の位
置へ下方移動させる。
【００３９】
　なお、画像形成部２００によるプリント動作が完了し、総ての用紙Ｓが排紙トレイ６３
上に排出された場合、排紙整合部材６４を第１の位置から第２の位置へ移動させ、排紙整
合板６５ａ、６５ｂをホームポジションへ移動させる。
【００４０】
　以上説明したように、本発明の実施の形態によれば、以下の作用効果が得られる。
【００４１】
　排紙トレイ６３が上限位置と１／４位置との間にある場合、排紙トレイ６３の位置をそ
のままにして排紙整合部材６４を第２の位置から第１の位置へ下方移動させてしまうと、
排紙整合部材６４と排紙トレイ６３との衝突音が発生してしまう。そこで、この場合、排
紙整合部材６４を第２の位置から第１の位置へ下方移動させる前に、衝突を回避可能な位
置まで排紙トレイ６３を下方に移動させ、その後に、排紙整合部材６４を第２の位置から
第１の位置へ移動させる。これにより、排紙整合部材６４と排紙トレイ６３との衝突が回
避されるので、排紙整合部材６４と排紙トレイ６３との衝突音が無くなる。
【００４２】
　１／４位置を境にして、それよりも高い位置で排紙整合部材６４と排紙トレイ６３との
衝突が発生するため、図８のＳ０５段階において１／４位置よりも低い位置まで排紙トレ
イ６３を移動させることにより、排紙整合部材６４と排紙トレイ６３との衝突を回避する
ことができる。
【００４３】
　Ｓ０９段階において用紙押さえ部材８８を第３の位置に移動させた状態のまま、Ｓ１１
段階において排紙トレイ６３を上方へ移動させることにより、排紙トレイ６３上に積載さ
れた用紙Ｓの浮き上がりを無くして、積載されている用紙Ｓの枚数に応じた排紙トレイ６
３の正しい位置まで上昇させることができる。
【００４４】
　上記のように、本発明は、１つの実施形態によって記載したが、この開示の一部をなす
論述及び図面はこの発明を限定するものであると理解すべきではない。この開示から当業
者には様々な代替実施の形態、実施例及び運用技術が明らかとなろう。
【００４５】
　本発明の実施の形態においては、位置検出部８６が、複数のセンサ７１～７４により構
成されている場合について説明したが、排紙トレイ６３の積載方向の位置を検出する機能
は、他の構成によって実現されていてもよい。例えば、トレイ駆動部８５を構成するモー
タとしてステッピングモータを使用し、モータのステップ数を計数することにより排紙ト
レイ６３の積載方向の位置を検出してもよいし、レーザ光を排紙トレイ６３に照射して反
射する光の特性からレーザ光源と排紙トレイ６３との距離を計測してもよい。



(9) JP 2010-100394 A 2010.5.6

10

20

30

40

【００４６】
　また、本発明の実施の形態では、画像形成装置の一例として、画像読み取り部２００と
、画像形成部１００と、後処理部３００とからなる複写機を示し、後処理部３００の制御
方法についても述べたが、本発明は、画像形成装置や画像形成装置の制御方法に限定され
るものではない。例えば、図１に示した複写機の後処理部３００を、１つの装置、すなわ
ち、排紙トレイ６３に積載された用紙を整合する機能を備える用紙積載装置と見なした場
合、後処理部３００及びその制御方法は、本発明に関わる用紙積載装置及びその制御方法
の一実施例を構成する。
【００４７】
　また、本発明の画像形成装置は、カラー用又はモノクロ用の複写機の他に、カラー用又
はモノクロ用のプリンタやファクシミリ装置、これらの複合機等に適用してもよい。
【００４８】
　このように、本発明はここでは記載していない様々な実施の形態等を包含するというこ
とを理解すべきである。したがって、本発明はこの開示から妥当な特許請求の範囲に係る
発明特定事項によってのみ限定されるものである。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】本発明の実施の形態に関わる画像形成装置の内部構成を示す正面図である。
【図２】図１の後処理部３００の詳細な内部構成を示す正面図である。
【図３】図２の排紙トレイ６３及び排紙整合部材６４を後処理部３００の筐体の一側面Ｆ
１に平行な面で切断したときの断面図である。
【図４】後処理部３００の機能的構成を示すブロック図である。
【図５】図５（ａ）～図５（ｃ）は、図２の排紙整合板６５ａ、６５ｂを、排紙トレイ６
３の一側面Ｆ２に垂直な方向から見たときの平面図である。
【図６】ホームポジション及び整合待機位置にある排紙整合板６５ａ、６５ｂを示す平面
図である。
【図７】図７（ａ）及び図７（ｂ）は、図８に示す制御動作における排紙トレイ６３及び
排紙整合部材６４の動作を示す正面図である。
【図８】画像形成部２００がプリント動作を開始する際に後処理部３００の制御部８１が
行う制御動作の一例を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５０】
　８１…制御部
　８３…整合部材駆動部
　８５…トレイ駆動部
　８６…位置検出部
　８７…押さえ部材駆動部
　８８…用紙押させ部材
　６３…排紙トレイ
　６４…排紙整合部材
　６５ａ、６５ｂ…排紙整合板
　１００…画像形成部
　２００…画像読み取り部
　３００…後処理部



(10) JP 2010-100394 A 2010.5.6

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(11) JP 2010-100394 A 2010.5.6

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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